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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年5月15日(2019.5.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　範囲内に配置される管腔並びに近位及び遠位領域を含むカテーテル本体部と、
　前記カテーテル本体部の遠位端面上において前記カテーテル本体部を囲むように配置さ
れるイメージングトランスデューサと、
　長尺部材であって、前記長尺部材の遠位領域に配置され、前記カテーテル本体部の管腔
内において移動可能であるように構成される処理要素を含む、長尺部材とを有し、
　前記処理要素は、高強度超音波エネルギを供給するように構成される少なくとも一つの
トランスデューサを有する、
イメージング及び処理デバイス。
【請求項２】
　前記カテーテル本体部は、ガイドワイヤを受けるための第２の管腔を更に含む、請求項
１に記載のイメージング及び処理デバイス。
【請求項３】
　前記長尺部材は、前記カテーテルの管腔内で回転可能である、請求項１に記載のイメー
ジング及び処理デバイス。
【請求項４】
　前記長尺部材は、前記カテーテルの管腔内で摺動可能である、請求項１に記載のイメー
ジング及び処理デバイス。
【請求項５】
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　前記イメージングトランスデューサは、光コヒーレンス断層撮影（ＯＣＴ；optical co
herence tomography）又は血管内超音波（ＩＶＵＳ；intravascular ultrasound）のため
に構成される、請求項１に記載のイメージング及び処理デバイス。
【請求項６】
　前記イメージングトランスデューサから信号を受信するように構成されるトランスポン
ダに信号を無線で送信し、及び／又は前記トランスポンダから信号を無線で受信するよう
に更に構成される、請求項１に記載のイメージング及び処理デバイス。
【請求項７】
　組織を処理するためのシステムであって、
　カテーテルとコントローラとを有し、
　前記カテーテルは、
　範囲内に配置される管腔並びに近位及び遠位領域を有するカテーテル本体部と、
　前記カテーテル本体部の前記遠位端面上において前記カテーテル本体部を囲むように配
置されるイメージングトランスデューサと、
　長尺部材であって、前記長尺部材の遠位領域に配置され、前記カテーテルの管腔内に摺
動可能に配置されるように構成される処理要素を含む、長尺部材とを有し、
　前記処理要素は、高強度超音波エネルギを供給するように構成される少なくとも一つの
トランスデューサを有し、
　前記コントローラは、
　前記イメージングトランスデューサが画像データを取得することをもたらし、
　前記データを受信し、
　前記データを処理し、
　前記処理要素からのエネルギを解放する、システム。
【請求項８】
　前記カテーテル本体部は、ガイドワイヤを受けるための第２の管腔を更に含む、請求項
７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記イメージングトランスデューサから信号を受信するように構成されるトランスポン
ダを更に有する、請求項７に記載のシステム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　本発明のイメージングカテーテルは、カテーテルの本体に配置されるイメージング要素
を有する。イメージング要素は、カテーテルの本体を形成する（あるいは、該本体内にお
いて一体化される）ことが可能であり、カテーテルを囲むことが可能であり、カテーテル
の遠位端面上に配置されることが可能であり、及び／又は、カテーテルの本体に沿って延
在することが可能である。イメージングカテーテルは、イメージング要素を囲む外側支持
構造体又はコーティングを含んでもよい。更に、本発明のイメージングカテーテルは、カ
テーテル本体の管腔内に配置される長尺部材を有する。以下で述べられるように、長尺部
材は、カテーテル本体の管腔内において操作されるよう移動可能であり得る。長尺部材は
、組織又は関心領域に対して高強度エネルギを供給するための処理要素を有する。血管内
導入のために意図されるカテーテル本体部は、典型的には、５０ｃｍから２００ｃｍまで
の範囲の長さ、及び、１Ｆｒｅｎｃｈ（０．３３ｍｍ：１Ｆｒｅｎｃｈ）から１２Ｆｒｅ
ｎｃｈの範囲の外径、多くの場合、３Ｆｒｅｎｃｈから９Ｆｒｅｎｃｈまでの範囲の外径
を有するだろう。カテーテル本体は、典型的には、従来の押出成形技術により製作される
有機ポリマーで構成されるだろう。適切なポリマーは、ポリ塩化ビニル、ポリウレタン類
、ポリエステル類、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、シリコーンゴム、自然ゴ
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ム等を含む。オプションとして、カテーテル本体は、回転強度、コラム強度、耐久性、ｐ
ｕｓｈａｂｉｌｉｔｙ等を増大するために、組紐、螺旋形ワイヤ、コイル、軸フィラメン
ト等で補強されてもよい。適切なカテーテル本体は、押出成形により形成されてもよく、
１又はそれ以上のチャネルが必要に応じて与えられる。カテーテルの直径は、従来技術を
用いて熱傍聴及び縮小により変更され得る。生ずるカテーテルは、それ故、従来技術によ
り、脈管系（多くの場合冠状動脈）への導入に適しているだろう。
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